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  第７次 医療計画 （中間見直し）   

第7期介護保険事業(支援)計画 第8期介護保険事業(支援)計画 

   第８次 医療計画       

第9期介護保険事業(支援)計画 

在宅医療の整備目標（医
療計画）と、サービス量
の見込み（介護保険事業
（支援）計画）に反映 

協議の場で、対応を協議
する追加的需要の範囲 
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介護医療院
への転換を
除いた後、 

在宅医療、
介護施設で
按分 

医療計画、介護保険事業
計画でサービス必要量に

含める必要あり 

病床の機能分化・連携に伴い生じる 
介護施設や在宅医療等の新たなサービス必要量 
（在宅医療、介護保険施設等の介護サービス等が受け皿に） 

＝ 追加的需要 

地域医療構想   

国：市町村別の推計データを提供 

37年度需要量 

資料５ 



追加的需要 

療養病床からの移行分 
一般病床からの 

移行分 

医療区分１＊1の
70% 

地域差解消分 
退院間近の患者 
（C3＊2） 

介護医療院への転換を除いた後、 
在宅医療、介護施設で按分 

外来で対応 

 胆江圏域における追加的需要への対応 

2 

158 〔奥州市140、金ケ崎町18〕 147 〔奥州市131、金ケ崎町16〕 37年度需要推計 

在宅医療 
〔奥州12、金
ケ崎2〕１４ 

介護施設 
〔奥州37、金
ケ崎4〕 41 

55 〔奥州49、金ケ崎6〕 

追加的需要 
を比例的に推計 
（８等分し３年分） 

在宅医療：介護施設＝１：３〔按分〕 ※患者調査データ活用 

〔内訳〕 
・通所介護12 
・訪問看護  2 

〔内訳〕 
・介護老人福祉施設37 
・地域密着型介護老人福祉施設4 

59〔奥州52、

金ケ崎7〕 
32年度需要推計 

医療計画及び介護保険
事業計画のサービス 
必要量に反映 

胆江圏域 
 356床（6施設） 
※現時点で、介護医療院
への転換予定なし 

＊1：医療区分１～３のうち、比較的医療の必要度が低い区分 
＊2：病床機能分類基準Ｃ１～Ｃ３のうち、在宅等においても 
  実施できる医療等の密度における医療資源投入量に該当 


